
い看護婦さんたちも帰郷させ 6月 15日に閉院し、父も親類と市内の山

際に疎開したそうです。その 2日後の夜、鹿児島も本格的な空襲にあ

い、医院も灰燼に帰してしまい、父は祖母の郷里である川内に移った

そうですが、沖縄の次は本土決戦で上陸地は南九州であろうと日本中

の軍隊が集結し、祖母の実家にも 15名が宿泊していたため、米軍機か

ら機銃掃射を受けたこともあったようです。 

全国各地の空襲は激しくなり、8月 6日には広島に、9日には長崎に

原子爆弾が落とされました。野戦病院を編成し、副院長として博多で輸送船を待っていたと

ころ、長崎で新型爆弾が落とされたので急行せよとの命令を受け、郊外の山あいにある長崎

高商(現長崎大学商学部)の校舎を野戦病院にして、運ばれてくる被災者の治療にあたったよ

うです。当時、原爆症など知られていなかったので、傷や火傷の治療が主だったようですが、

一旦傷はよくなっても突然苦しみだし、なすすべもなく亡くなる方が多かったと言っていた

そうです。 

終戦から 1か月後の 9月 15日に祖父は疎開先に迎えに現れたそう

です。そしてその 2日後、枕崎台風が鹿児島を襲い、電柱は軒並み倒

れ、収穫時期だった稲は全滅し、敗戦で壊滅状態にあった物資やイン

フラの不足にさらに追い打ちをかけることになったようです。 

焼け野原になってしまった街や医院の復興に向けて、祖父は九州一円を駆けずり回って生

産資材を探したようで、交通事情も良くない中で大変ながらも楽しそうだったのは、元来そ

ういった仕事が好きだったからなのかもしれないと父は言っていました。 

しかし、孤軍奮闘して無理が重なっていた師走のある日、雨に濡れた後に肺炎を起こし、

大晦日には生死の境をさまよったそうです。その後、数か月の療養で一旦回復し元気になり、

1年ほど下の妹と親子 3人水入らずで幸せな時期を過ごせたようです。 

無事に昭和 22年の新年を迎え、息子の中学入試、娘の小学校入学を楽しみにしていた祖

父でしたが、自らの身体に異変を感じ始めていたようで、父にはいろいろと細かく指示をす

るようになっていたそうです。そして 3月のある日、祖父の弟と息子を枕元に呼んで、遺言

を書き取るよう告げたそうです。父は泣いて書けなかったため、叔父さんが代筆をしてくれ

たそうですが、それから 10日ほど経った 4月 8日、お釈迦様の誕生日である花祭りのよく

晴れた日曜の昼頃、消え入るように亡くなったそうです。当時は分からなかったようですが、

被爆した方々に付着した放射性物質による肺炎で原爆の被害者であったのかもしれません。 

ここから父と叔母の孤児として第二の人生が始まるのですが、幼い頃から繰り返し聞かさ

れた父の話には親の死によって叶えることができなかった、己の人生に対する無念さが込め

られていたように思っていました。高校時代の成績は、医学部進学を口にするのも憚られる

ような状況でしたが、高校 3年の秋に医学部と告げた際の父の嬉しそうな顔は忘れられませ

ん。決意はしたものの一向に受験に身が入らない私を 5年間、最後まで信じてくれたのも、

自らの希望を重ねてくれていたからかも知れません。父と天国の祖父母が見守ってくれたお

かげで、こうして今皆さまとご一緒させていただくご縁を得ることができたように思います。 

以上、最後までお読みいただき、ありがとうございました。 

画像・情報提供：船橋二和病院小児科　森田昌男先生

腹部単純CT

当院の症例から（後編）
青い鳥こどもクリニック　引田　満
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大網嚢腫
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